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加奈木崩壊地 加奈木崩壊地は，佐喜浜川の上流部大道南山国有林にある。延事3年（228

年前）以来の崩壊（国有林48ha）により，下流地域に大きな被害をあたえ，農耕地の埋没・海

岸の荒廃 ・佐喜浜港の埋没など大きな災害をくりかえした。このため，大正 6年から営林局の

直轄治山事業地として復旧に着手した。以来，数々の新工法がとり入れられて，治山工事研究

史上，全国的なモデルケー スとして注目せられた。昭和39年度をもって完工するまで41年間l

億 9 千万円の巨費が投じられた。全国の国有林のなかでは，その規模において屈指の崩壊地と

なっている。

野槙山街道 奈半利町米ケ岡より野根別役に至る，約401cmの山道を野根山街道という。開設

は古〈，養老2 年 5 月（1253年以前〉と続日本書紀に書かれている。鎌倉幕府のとろ，土御門

上皇もこの道をお通りになり，また，江戸時代には代々の藩主が参勤交代のときの幹線であり

幕末，坂本龍馬や中岡慎太郎もとの道を通っている。この道のほぼなかほどに，明治 3 年10月

に廃止した岩佐の関所跡がある。昔は，道をはさんで10数戸の関守の家が立ちならんでいたが

いまでは，くずれかかった屋敷の石垣や，敷きつめた石畳，道の両側に植えられた生垣のスギ

の大木が当時をしのばせている。しかし，最近では都じんを離れたハイキシグコースとして脚

光を浴びている。
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